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ドキドキ感を絶やさないために  
—第64回大気環境学会年会への参加をお待ちしています—

第64回大気環境学会年会長
福島国際研究教育機構／産業技術総合研究所

兼保 直樹

第64回大気環境学会年会を2023年9月13日（水）–15日
（金）の3日間、茨城県つくば市の産業技術総合研究所（中央
地区）において開催いたします。昨年の堺大会で3年ぶりの
対面形式の年会が復活しましたが、つくば大会でも可能な限
り対面参加を中心とした開催を予定しています。
よく言われるように、COVID19の時代に入り、これまで

「当たり前」と思われていたことが実は必ずしも当たり前で
はなかった例に気付かされることがあります。学会について
いえば、世界のどこからでも気軽にオンライン会議に参加で
きるようになった一方、多くの人が実際に集まって議論を交
わす場があることは、実はとても貴重で、ときには得がたい
体験の舞台になっていたことが、あらためて実感されます。
学生の皆さんにとって、多数の見知らぬ人の前で初めて自
らの研究発表を行うのは、多くの場合は学会の場だと思いま
す。そこで、全く想定していなかった質問を食らって、強気
で相手に切り返すのも、頭が真っ白になって教官に助け船を
出されるにしても、後から思い返せばそれが「研究の場に初
めて出た」かけがえのない経験になるでしょう。リアルな会
合に参加して得られる高揚感やドキドキ感は、今後メタバー
ス的な技術の進展があったとしても、オンラインで実現する
のは難しいのではと思います。
そのためにも年会の実開催は続いて欲しいと願いますが、
感染症の流行とは別の面から開催が難しくなってきている状
況があります。A–J会場といった10あるいはそれ以上の数
の会場を使用してきたこれまでの年会の形は、教室を潤沢に
使える「大学」and/or学生（会場係などとして動いてもらえ
る）を多く抱えた研究室のあるところ、といった暗黙の条件
が存在していたように思われます。学会の会員数が減少しつ
つあるなか、今後その条件を満たす開催地を探すのは大変に
なっていくでしょう。
一昨年、つくばでの年会開催を学会理事会から打診された
際、産業技術総合研究所の共用講堂内にある5つの会場での
開催を念頭に、「開催場所の制約の範囲内で実施できるよう
に、開催形式についてはこれまでのパターンにこだわらず柔

軟に対処するよう本部と協議する」との条件でお引き受けし
ました。今回の年会は、少ない会場数と少ない人数のスタッ
フで回す以外にも、申し込み方法や参加費支払い方法の変
更を始めとして多くの面で省力化、簡素化（経費節減ともい
う）を行っており、従来のパターンに慣れた古株の方々には
戸惑われることも多いかと思います。この背景には、本部お
よび現地実行委員会の準備・作業負担を少しずつでも軽いも
のに変えていかなければ、多数の会場を用意できるかどうか
以外の面でも今後の開催を引き受けてくれるところが探せな
くなるとの考えです。実開催によるドキドキ感を絶やさない
ためにも、これまでの「当たり前」は必ずしも当たり前では
なかったこととして、今大会で始めた上記の取り組みにご理
解をいただきたくお願い申し上げます。
学会の楽しみといえば、久しぶりに会う研究仲間と酒を酌
み交わし、旧交を温める“夜のセッション”を忘れるわけに
はいきません。しかし、年会ホームページでもお知らせしま
したように、今後の感染症の動向の不確実性の観点から、年
会全体としての懇親会は開催しないこととしました。残念な
ことではありますが、年会の懇親会が次第に豪華となり、学
生の皆さんにはおいそれとは出せない料金のものになってき
て、これはまずいのではと感じておりました。懇親会のあり
方も曲がり角にきていたのかもしれません。各分科会や若手
の研究グループの皆さんはそれぞれ独自に飲み会等を企画さ
れるでしょうが、特にそういったグループに属していない人
が、他の研究者と偶然知り合うことができるような小規模の
飲み会（別に飲まなくてもよいのですが、酒が好きなもので
ついこの形で考えてしまいます。）の形が年会の枠組みの中
でも今後作られていけばと夢想します。
なにやらつまらない話を書いてしまいました。要はドキド
キ感です。学生の頃に初めて学会で発表したときの胸の高鳴
りはいまだに忘れません。まだ残暑が残る中、研究の本質を
突くような質疑の応酬がつくばの地で繰り広げられることを
願っております。


